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ナトリウムイオン二次電池の開発と最新技術
⃝低コスト・急速充放電可能・高エネルギー密度な次世代蓄電池
⃝次世代大型蓄電池の現実解
⃝究極の元素戦略電池
⃝リチウム系とは異なる機能材料を幅広く適用できる
⃝リチウム電池生産における施設・設備流用可能

　我が国の電子立国から蓄電立国への産業構造の転換を牽引し、Made in Japan の国際競争力を高めるキーデバイスとして、「ポスト
リチウムイオン電池」が2012年度より開始された拠点形成型元素戦略プロジェクトの重要なターゲットの１つとなっている。
　電池は大型化するほど、電池製造コストに占める材料費の占める割合が増えるため、エネルギー密度からコストパフォーマンスへ電
池要求性能の優先度が移行する。次世代大型蓄電池の現実解として、ナトリウムイオン電池の研究が日本のみならず世界的に波及した
ニーズ側の必然がここにある。
　シーズの面においても、ナトリウムと遷移金属のイオン半径コントラストが提供する “Rich Chemistry” はリチウム系を大きく凌駕
する未知の広大な物質群を研究対象として提供しており、アカデミックな面からも多くの材料研究者を惹き付けてやまない魅力的なフ
ロンティアといえる。
　その研究開発の歴史をひも解くと、層状岩塩型 LiCoO2正極への Li 可逆インターカレーション反応が水島 -Goodenough らによって
最初に論文発表されたのは、1980年４月、層状岩塩型 NaCoO2正極への Na 可逆インターカレーション反応は、1980年10月、
Hagenmuller のグループから論文発表と両電池はほぼ同じ長さの歴史を持っていながら、リチウムイオン電池市販化から4半世紀遅れ
て日本では住友電工、英国では Faradion からナトリウムイオン電池のサンプル出荷が始まり、国内外のナトリウムイオン電池実用化
の動きにも目が離せない状況になりつつある。
　本書は、この時宜を得たタイミングで世に出ることになるナトリウムイオン電池に関する本邦初の体系的書籍である。今日の世界的
ナトリウムイオン電池ブームの火付け役となった日本を代表するナトリウムイオン電池研究者により、その開発経緯と背景、現状、要
素技術、デバイス技術の最新情報が広くカバーされた内容となっている。次世代蓄電池の研究開発現場のみならず、これから研究開発
に従事する読者にとっても、最適な指針となるものと信ずる。
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